cnkilLife

FERE: CD36 YU XE/ 4 O—F L
A4 045 &S AMRe86467

RRER D H

=

L

BE

SR

RISt

1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

5
FIREE
HTE

MIRER
BEFE

RI&
BZFID

SwissProt ID

RER

ECI=]
Bt

ERRUYXE/ U 0—F IR

SEFE

WB,IHC,ICC/IF,FC

Eb IURX, Ty b

E[=2544

REIE

I9G

®/80—F+)L

RIR

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
A%

KEE

50mM MU RZT US> (pH74) . 0.15M NaCl, 40%45 ) tn—)L, 0.01%7 o+ KU D
L, 0.05%RESR > Y BERCHERTRAt ST T, ZEAHI S 12 » BERETT,

T4 =T 1 —KEH

WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC/IF 1:20-1:50,FC 1:20-1:50

Calculated MW:53 kDa; Observed MW:70-110 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、血小板表面の4番目の主要糖タンパク質であり、血小板および様々な細胞株においてトロンボスポンジンの受容体として機能します。トロンボスポンジンは様々な接着プロセスに関与する広く分布するタンパク質であるため、このタンパク質は細胞接着分子として重要な機能を有する可能性があります。このタンパク質は、コラーゲン、トロンボスポンジン、陰イオン性リン脂質、および酸化LDLに結合します。熱帯熱マラリア原虫（Plasmodium falciparum）に寄生された赤血球の細胞接着を直​​接媒介し、長鎖脂肪酸に結合して、輸送および／または脂肪酸輸送の調節因子として機能する可能性があります。この遺伝子の変異は、血小板糖タンパク質欠乏症を引き起こします。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2014年2月]
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	CD36 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して U937 細胞抽出物をウェスタンブロット分析しました。
	

	AMRe86467 を 1:1000 で使用して、PBMC 細胞およびラットの脾臓、ラットのリンパ節組織からの抽出物のウエスタン ブロット分析を行いました。

